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門
下
生
へ
の
い
た
わ
り

に
じ
む

幕
末
の
武
士
で
教
育
者
の
吉
田
松
愴
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
放
送
中
の
大
河
ド
ラ
マ

「
花
燃
ゆ
」
で

注
目
を
集
め
る
中
、
豊
中
市
の
服
部
天
神
宮
が
保
管
す
る
未
公
開
の
松
陰
の
手
紙
が
脚
光
を
浴

び
て
い
る
。
松
陰
が
新
首
刑
に
処
せ
ら
れ
る
前
年
の
安
政
５

（１
８
５
８
》
年
に
、
松
下
村
塾

の
門
下
生
に
宛
て
た
と
み
ら
れ
る
内
容
で
、
尊
呈
攘
夷
派
の
志
士
が
弾
圧
さ
れ
た
安
政
の
大
獄

が
吹
き
荒
れ
、
長
州
藩
か
ら
入
獄
を
言
い
渡
さ
れ
た
渦
中
に
も
、
門
下
生
へ
の
配
慮
を
忘
れ
な

い
文
言
が
記
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
含
僻
客
に士
郎
）

（山
口
県
萩
市
）
の
道
追
夏
吾

致
し
方
な
い
と
考
え
て
い
る

学
芸
員
に
よ
る
と
、
こ
の
手
紙

が
、
何
の
罪
で
投
獄
さ
れ
る
の

物鮎
型
雖
鵠
卿
い
か型
轟
鮒
解
釘
費

九

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

り
は
な

い
〉

ク

■

投
獄
言
い
渡
さ
れ

手
椰
置
一、
１０
歳
年
下
の
門
下

生
・
岡
部
富
人
亜
狐
て
で
、
日

付
は
安
政
５
年
１２
月
１３
日
付
。

松
陰
が
安
政
の
大
獄
に
よ
る
弾

圧
で
処
刑
さ
れ
る
、
お
よ
そ
１

年
前
に
あ
た
る
。

手
紙
を
解
続
し
上
稼
Ｆ
物
館

手
紙
の
前
半
に
は
、
次
の
よ

う
に
書
か
れ
て
い
る
。

―

ヽ

笙

暮

二
て
は
諸
友
之
憶
てヽ
も

不
止
事
と
被
考
候
所
、

′―、一
仕
ハ
塁
石
隼
〈
由
出
口
仮
ヘ
ハ

死
ス
ト
モ
不
能
赴
獄
候

（大
意
＝
近
Л
は
い
か
が
で

積
蔀
ｒ胡
彎
鯖

層
、
謹
慎
を
命
じ
ら
れ
た
の
は

道
追
学
芸
員
に
よ
る
と
、
こ

の
文
言
の
背
景
に
は
、
安
政
５

年
６
月
、
幕
府
が
天
皇
の
許
可

を
待
た
ず
に
日
米
修
好
通
商
条

約
を
結
び
、
尊
王
娘
夷
派
の
志

士
た
ち
と
の
対
立
が
激
化
し
た

´ヽ

■
禁
百
景
に
あ
る
。

月
評

鯰

醒

を
執
ら
せ
、
反
対
派
を
弾
圧
し

た
安
取
の
大
獄
が
始
ま
る
。

こ
れ
に
対
し
、
水
戸
藩
な
ど

が
直
弼
の
襲
撃
を
計
画
し
て
い

る
こ
と
を
知
っ
た
松
陰
ほ
、
同

年
二
月
、
同
意
１７
人
と
詮
勝
の

襲
撃
を
計
画
す
る
。
富
太
郎
も

同
志
の
一
人
鳩

そ
し
て
‐２
月
５
日
、
長
州
藩

に
と
っ
て
危
険
極
ま
り
な
い
存

在
と
な
っ
た
松
陰
に
投
獄
が
命

じ
ら
れ
た
。
た
だ
、
手
紙
の
時

点
で
は
、
松
陰
は
自
宅
謹
慎
中

だ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

富
太
郎
ら
門
下
生
は
、
そ
の

罪
名
を
問
う
た
め
藩
の
上
役
０

屋
敷
に
押
し
か
け
た
が
、
城
下

を
騒
が
せ
た
罪
で
謹
慎
を
命
じ

ら
れ
卜
。ヽ

■

「
人
柄
示
す
史
料
」

手
紙
は
実
は
、
富
太
郎
に

「名
字
説
」
に
つ
い
て
説
い
た

文
書
を
別
に
書
き
送
っ
た
こ
と

を
伝
え
る
の
が
本
来
の
蒙
件
だ

っ
九

色
孟

■

は
、
松
陰
が

門
下
生

一
人
一
人
の
個
性
を
洞

察
し
た
上
で
与
え
た
呼
び
名
の

「名
」
と
、
・か
さ
わ
し
い
精
進

の
方
向
性
も
込
め
た
あ
だ
名
の

「字
」
を
意
味
す
る
。

入
獄
を
命
じ
ら
れ
て
も
、
門

下
生
へ
の
教
育
的
な
配
慮
を
続

け
る
松
陰
の
姿
摯
が
う
か
が
え

る
。手
紙
に
は
、
さ
ら
に
２
行
の

追
伸
が
あ
る
。

福
原
困
迫
乏
様
子
も
伝
間
、

昔
節
養
成
此
時
候
也

〈
大
意
＝
福
原
が
困
っ
て
い

る
様
子
も
伝
え
聞
い
て
い
る
。

苦
し
い
時
で
あ
る
の
で
養
生
す

べ
き
だ
〉

「福
原
」
は
別
の
同

志

・
福
原
又
四
郎
と
み
ら
れ

る
。こ課
盤
道
じ
主
昼
馨
牟
大

の
母
利
美
和
教
授

（日
本
近
世

史
）
は
手
紙
の
文
書
に
つ
い
て

「同
じ
患
を
も
っ
て
７
ん
で
い

る
と
い
う
松
陰
と
門
下
生
の
関

係
性
が
見
え
て
興
味
深
い
。
松

陰
の
人
柄
を
よ
く
表
わ
し
た
貴

重
な
史
料
だ
」
と
評
す
る
。

服
部
天
神
宮
の
加
藤
芳
哉
宮

鯛
鯰
雛

幾

群

螺

騎

し
、　
コ
ロ田
松
陰
」
と
書
か
れ

た
筒
に
大
切
に
収
め
ら
れ
て
い

た
と
い
う
。

崚
次
郎
氏
の
息
子
で
、
生
田

神
社
名
誉
宮
司
で
あ
り
、
神
戸

女
子
大
名
誉
教
授
で
も
あ
る
加

藤
隆
久
氏
（８０
）は

「父
は
戦
後

の
疲
弊
の
中
で
『教
育
を
大
切

に
し
な
き
ゃ
な
ら
ん
」
と
強
く

思
っ
て
い
ま
し
た
。
吉
田
松
陰

の
手
紙
は
、
松
下
村
塾
に
関
心

を
も
っ
て

（塾
が
あ
っ
た
山
口

県
の
）
萩
を
訪
れ
た
際
、
地
元

の
人
か
ら
譲
り
受
け
た
の
で

は
」
と
推
測
し
て
い
る
。

吉自松陰の肖像画
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